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このたび「体育センターレポート第43号」を発刊する運びとなりました。 

本号は、平成27年度に当センター事業部が行った体育・スポーツに係る調査及び当セ

ンター長期研究員による体育・保健体育科教育研究抄録により構成されています。研究

報告書の全文につきましては、当センターのホームページに掲載しますので、併せて御

活用いただければ幸いです。 

さて、本年８月にリオデジャネイロオリンピック・パラリンピックが開催され、2020

年の東京オリンピック・パラリンピックへ向けて、県内スポーツへの関心が高まりをみ

せています。当センターにおいても競技力向上や体育・スポーツ活動のサポート機能を

さらに充実させようとしているところです。 

これからも、当センターは県の体育・スポーツ振興の中核機関として県民の皆様が生

涯にわたって体育・スポーツを「する」「みる」「支える」「知る」といった、各自の

興味や関心、目的、体力や年齢等に応じた体育・スポーツの楽しみかたを発信していき

たいと考えています。 

 県民の皆様に体育・スポーツ活動の機会を引き続き提供させていただくことにより、

誰もが生涯を通じてスポーツに親しむことができる「スポーツのあるまち・くらしづく

り」を推進するとともに、スポーツを通して健康で明るく豊かな生活を営んでいただく

ことを目指していきます。 

最後に、本号掲載の研究を進めるにあたり、御協力を賜りました皆様に厚くお礼申し

上げます。 

 

神奈川県立体育センター 

所長  中 園 雅 勝 
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学校体育に関する児童生徒の意識調査 

―中学生の意識― 

 

調査研究班  倉茂伸治 田所克哉 野秋貴浩 八木岡文絵 鈴木秀夫 山田 裕 

               研究アドバイザー  横浜創英大学こども教育学部教授 落合 優 

 
【はじめに】 

体育センターでは、学習指導要領の改訂に伴い、概ね10年

ごとに児童生徒を対象に学校体育に関する意識調査を実施し

てきた。そこで、今回の学習指導要領（小学校）実施後３年

が経過したことを契機に平成26年度から３年継続研究として

１年次小学校・２年次中学校・３年次高等学校を対象に学校

体育に関する意識調査を行うこととした。今年度は２年次で

あり、現在の中学生の意識等を明らかにし、これからの学校

体育の方向性を探るための基礎資料を得ることとした。 

国の調査では、「体育・保健体育の『授業は楽しい』と回答

した児童生徒は、運動やスポーツに対する『好き』『大切』『卒

業後も自主的に運動したい』といった肯定的な意識が全国平

均より高いことがわかった。」１との報告もあることから、本

調査においても、体育や保健の好きな生徒の特徴を、探って

みることとした。また、４年後に迫った東京2020年オリンピ

ック・パラリンピック競技大会を盛り上げるために児童生徒

のスポーツ観戦やボランティア活動に関する意識等について

も検討することとした。 

以上のことから、次の３つのトピックの検討を行うことと

した。 

 

１ 体育学習への取組と運動習慣 

２ 保健の授業と体育の授業の関わり 

３ 子ども達の多様なスポーツ参加（する・みる・ささえる） 

【研究方法】 

１ 調査期間 平成27年６月下旬～７月中旬 

２ 調査方法 質問紙によるアンケート調査 

３ 調査対象 公立中学校生徒 

       １校につき180名（各学年60名）計3,600名 

４ 抽出校数 

  横浜市５校  川崎市３校  相模原市２校  横須賀市２校 

  湘南三浦教育事務所管内２校 中教育事務所管内２校 

  県央教育事務所管内２校 県西教育事務所管内２校 

５ 調査人数 

 

 

 

 

【結果と考察】 

１ 体育学習への取組と運動習慣 

（１）体育の授業が好きな生徒の割合 

図１は、「体育の授業が好きですか」の男女別の回答割

合を示したものである。「好き」と回答した生徒は男子

58.2％、女子38.6％であり、約20ポイントの差があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 「体育の授業が好きですか」の男女別回答割合 

 

 

 

 

 

 

（２）体育の授業が好きな理由 

図２は、【体育好き群】における体育の授業の好きな理

由の男女別回答割合を示したものである。 

「思いきり体を動かすことができるから」「いろいろな

運動・スポーツができるから」「友だちと一緒に運動ス

ポーツができるから」が男女ともに上位を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.2%

38.6%

29.8%

33.7%

8.4%

19.9%

3.5%

7.8%

男子

女子

好き どちらかというと好き あまり好きではない 好きではない

n=2,228

n=2,095

以降、「好き」または「どちらかというと好き」と回答した生徒を

【○○好き群】、「あまり好きでない」または「好きではない」と回答

した生徒を【○○好きではない群】とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 

図２ 体育の授業が好きな理由（２つまで回答可） 

 

１年生 ２年生 ３年生 合計
男子 778 721 730 2,229
女子 742 677 676 2,095
合計 1,520 1,398 1,406 4,324

50.1%

48.9%

28.5%

18.7%

21.5%

11.7%

10.4%

2.3%

1.7%

1.8%

44.5%

39.1%

37.3%

20.7%

16.0%

15.8%

17.0%

1.8%

1.2%

2.6%

0% 20% 40% 60%

思いきり体を動かすことができる

いろいろな運動・スポーツができる

友だちと一緒に運動・スポーツができる

気持ちがすっきりする

友だちと競争したり勝敗を争うゲームができる

教室ではなく校庭や体育館で学習できる

できないことができるようになる

自分で学習できる

授業がわかりやすい

その他

男子 女子n=1,961 n=1,615
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（３）体育の授業が好きな生徒の体育学習への取組 

図３は、「体育の授業が好きですか」の回答（４件法）

毎に「体育の授業でどのように活動しているか」を尋ね

た質問に「いつもしている」※１と回答した生徒の割合を、

比較したものである。 

いずれの質問においても、体育が好きと回答した生徒

ほど「いつもしている」の割合が高くなった。 

※１ 選択肢は、いずれの質問においても「いつもして   

いる」、「だいたいしている」、「あまりしていない」、

「まったくしていない」の４つである。 

 

（４）体育の授業が好きではない理由 

図４は、【体育好きではない群】における体育の授業  

が好きではない理由の男女別回答割合を示したものであ

る。 

体育が好きではない理由としては、「体を動かすことが

好きではないから」が最も多く、次いで男子では「体を動

かすとつかれる」女子では「校庭や体育館での学習が苦手」

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）放課後や休日などの運動習慣 

図５は、「放課後や休日などの自由時間に体を動かして

いますか」の男女別回答割合を示したものである。  

「いつもしている」または「ときどきしている」と回 

 
 

答した生徒は、男子70.7％、女子51.0％であり、男女差は

約20ポイントであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）放課後や休日などに体を動かさない理由 

図６は、「放課後や休日の自由時間に体を動かすこと」

について、「あまりしていない」または「まったくしてい

ない」と回答した生徒（男子29.3％、女子49.0％）の理由

を男女別の割合で示したものである。男女とも上位４つは

「他にやりたいことがあるから」、「塾や勉強、習い事で時

間がとれないから」、「体を動かすと疲れるから」、「部活動

等学校の活動で時間がとれないから」であった。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）～（６）のことから次のことが考えられる。 

○男子の方が、女子に比べて体育好きが多い。 

○体育の好きな生徒の方が、好きでない生徒と比べて体育

の授業に前向きに取り組んでいる。 

○男子が、女子に比べて放課後や休日などの自由時間に体

を動かしている。 

図４ 体育の授業が好きでない理由（２つまで回答可） 

 

図 ３「体育の授業が好きですか」の回答毎の、体育の授業に係る各質問における「いつもしている」の割合 
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34.1%

19.1%

15.4%

21.3%

18.0%

13.5%

6.7%

5.6%

6.0%

48.3%

24.1%

26.7%

26.9%

17.1%

18.1%

12.4%

4.0%

2.4%

6.6%

0% 20% 40% 60%

体を動かすことが好きではない

体を動かすとつかれる

いくら練習してもうまくならない

校庭や体育館での学習が苦手

運動種目がつまらない

友だちと競争したり勝敗を争うゲームが苦手

グループで活動することが苦手

自分で考えて学習することが苦手

授業がわかりにくい

その他

男子 女子n=267 n=580

26.4%

10.3%

44.3%

40.7%

19.0%

29.7%

10.3%

19.3%

男子

女子

いつもしている ときどきしている あまりしていない まったくしていない

n=2,192

n=2,087

図５ 放課後や休日に体を動かしていますか 

 

体
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37.4%

30.6%

32.3%

22.5%

14.7%

5.9%

6.7%

7.5%

11.7%

34.3%

36.0%

25.2%

32.4%

19.7%

10.3%

7.2%

5.6%

6.2%

0% 20% 40% 60%

他にやりたいことがある

塾や勉強、習い事で時間がとれない

体を動かすとつかれる

部活動等の学校の活動で時間がとれない

体を動かすことが好きではなく楽しくない

運動・スポーツがうまくできない

うまくなろうとは思わない

一緒に運動・スポーツをする友達がいない

その他

男子 女子 n=1,022n=641

図６ 放課後や休日に体を動かさない理由（２つまで回答可） 
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○放課後や休日に体を動かさない理由は、男女とも、体を動

かすことが好きではないこと、疲れることの他、「体を動か

すことが他の活動より優先順位が低いことがあげられる。 

○「体育が好きではない理由」は、「体を動かすことが好きで

はない」が男女ともに１位であった。 

 

２ 保健の授業と体育の授業の関わり 

（１）保健の授業が好きな生徒の割合 

図７は「保健の授業が好きですか」の男女別の回答割

合を示したものである。「好き」と回答した生徒は男子

14.1％、女子8.3％であった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）保健の授業が好きな理由 

 図８は【保健好き群】における保健の授業が好きな理

由の男女別回答割合を示したものである。保健が好きな

理由としては、「保健は生活していくうえで大切に感じ

るから」、「健康について知るいい機会になるから」が男

女ともに上位を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７は、【保健好き群】における保健の授業が好きな 

 

 

 

 

 

 

（３）保健の授業が好きではない理由 

図９は、【保健好きではない群】における保健の授業が

好きではない理由の男女別回答割合を示したものである。 

保健が好きではない理由としては、男女ともに「保健

の内容がつまらない」という回答が７割を超え最も多か

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（４）保健の授業が好きな生徒の体育学習への取り組み 

図10は、「保健の授業が好きか」の回答（４件法）毎

に、「体育の授業でどのように活動しているか」を聞い

た質問において、「いつもしている」と回答した生徒の

割合を比較した図である。 

１つの質問を除き、いずれの質問においても、保健が

好きと回答した生徒は「いつもしている」の割合が高く

なった。この結果は、図３の体育の授業に係る各質問に

おける「いつもしている」の割合と類似している。 

（１）～（４）のことから、次のことが考えられる。 

○【保健好き群】は、【体育好き群】に比べ少ない。 

○保健の授業が好きな理由の上位は、保健の授業内容に

必要性を感じているからである。 

○保健の授業が好きな生徒も体育が好きな生徒と同様

に体育の授業に前向きに取り組んでいる。 

○保健の授業が好きではない理由の上位は、保健の授業

の内容がつまらないからである。 
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35.3%

28.5%
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14.1%
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43.5%

45.2%

31.5%
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11.0%

10.1%

男子

女子

好き どちらかというと好き あまり好きではない 好きではない

n=2,177

n=2,061

図７ 「保健の授業が好きですか」の男女別回答割合 
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66.7%

32.3%

10.8%

5.0%

3.0%

76.4%

77.2%

19.7%

9.2%

2.0%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

保健は生活していく上で大切に感じる

健康について知るいい機会になる

保健の内容がおもしろい

友だちと意見交換できる

自分の意見を友だちに伝えることができる

その他

男子 女子n=1,252 n=1,104

図  ８ 保健の授業が好きな理由(２つまで回答可) 

 

74.8%

37.0%

27.8%

9.5%

3.6%

12.2%

77.6%

32.9%

23.7%

8.7%

2.4%

13.1%

0% 20% 40% 60% 80%

保健の内容がつまらない

健康について興味がない

友達と意見交換するような授業ではない

保健は生活していく上で必要ない

自分の意見をみんなに聞いてもらえない

その他

男子 女子 n=957n=925

図 ９  保健の授業が好きではない理由(２つまで回答可) 

 

図10 「保健の授業が好きですか」の回答毎の、体育の授業に係る各質問における「いつもしている」の割合 
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３ 子ども達の多様なスポーツ参加 

（１）みるスポーツ 

 図11は、「運動・スポーツを見ることが好きですか」

の男女別回答割合を示したものである。 

 好きと回答したのは、男子52.7%、女子40.4%であり、

「どちらかというと好き」を併せると、男子79.3％、女

子72.3％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ささえるスポーツ 

図12は、「ボランティアなどで、運動・スポーツ活動

を支えることが好きですか」についての男女別の回答割合

を示したものである。 

「好き」または「どちらかというと好き」と回答した

のは、男子で40.8％、女子で36.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13は、「ボランティアとして、学校以外の運動・ス

ポーツを支えたことがありますか」についての男女別の

回答割合を示したものである。「ある」と回答したのは、

男子17.7％、女子10.5％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）～（２）のことから、次のことが考えられる。 

○スポーツをみることについては、男女とも７割台の生

徒が興味を持っている。 

○スポーツボランティア等、スポーツをささえることに

興味を持っている生徒は少なく、ボランティア等の支

える経験も少ない。 

 

 

【まとめ】 

１ 体育学習への取組と運動習慣 

  体育の授業が好きな生徒は、体育の授業に前向きに取り組

んでいることが確認できた。一方、体育の好きではない理由

の第１位は男女ともに「体を動かすことが好きではないから」

があげられた。 

この回答を減らすことは、今後のスポーツライフを考える

と、とても大切なこととであり、保健体育の授業をより充実

させることが必要と考える。 

２ 保健の授業と体育の授業の関わり 

保健の授業が好きな生徒も、体育の授業が好きな生徒と同

様に体育の授業に前向きに取り組んでいることがわかった。

さらに、体育だけ好きな生徒や、保健だけ好きな生徒に比べ、

体育も保健も両方好きな生徒が、体育の授業に前向きに取り

組んでいることもわかった。 

本調査から、保健が好きなことは、保健授業のみならず、

「体育も保健も好き」という状況を生み、それが、体育の授

業への望ましい取組かたにもつながっていると考えることが

できる。すなわち、「体育も保健も好き」という生徒を増やし

ていくことが保健体育という教科全体にとって大きな課題の

１つと位置づけることができる。 

３ 子ども達の多様なスポーツ参加 

本調査では、スポーツを「みる」ことについては、多くの

生徒が興味を持っていることがわかった。一方で、スポーツ

ボランティア等、スポーツをささえることに興味を持ってい

る生徒は少なく、学校以外でのボランティア等のささえる経

験も少ないことがわかった。今後は、学校においても意図的･

計画的に「ささえる」ことを経験させることが必要がと考え

る。 

今後2019年のラグビーワールドカップ、2020年の東京での

オリンピック・パラリンピックの開催など、本県も世界規模

のイベントに携わっていくことになる。そして身近に感じる

ことができるこれらのイベントは、保健体育の教材としての

価値を持っていると考える。 

中学生の段階から体育理論や体育的行事などで、多様なス

ポーツ参加があることを学習し経験することで、「する」に加

え、「みる」や「ささえる」といった関わりかたにも、生徒が

楽しみ、やりがいを見出せるような、教育実践が必要である

と考える。 

 

【引用・参考】 

１）平成27年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書 

図11   スポーツを見るのが好きか 
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図13  スポーツをささえた経験 
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「楽しむ」ことが「できる」ことにつながる跳び箱運動 

―跳び箱運動の７つの動きを生かした運動遊びを通して― 
 

秦野市立鶴巻小学校 内藤 誠 

 

【はじめに】 

小学校学習指導要領解説体育編で低学年の運動領域は、「運

動遊び」１）と示されており、「児童がどんどん遊んで、いろ

いろな運動を楽しむことが大切」２）になる。また、「器械・

器具を使った運動遊び」では、「器械運動と関連の深い動きを、

意図的に取り組ませ、基礎となる感覚を身に付けさせること

が大切」１）となる。 

秦野市立鶴巻小学校の３年生に実施した「跳び箱を使った

運動遊び」についての実態調査では、約８割の児童が｢楽しい｣

と回答したものの、残りの約２割の児童は「楽しくない」と

回答し、その多くは、馬跳びやタイヤ跳びなどの運動遊びは

できると感じていることがわかった。 

小学校学習指導要領解説体育編によれば、「技能」は、「運

動の楽しさや喜びを味わわせながら身に付ける」１）ことが求

められている。「できさえすればよいのではなく、それらがも

っと運動をしたいという運動への主体的なエネルギーになっ

ていく」３）ような指導が大切であると考える。 

三木が跳び箱運動は助走から着地までが異なる７つの動き

の組み合わせで成り立っている ３）と説明していることから、

本研究では、７つの動きのつながりを踏まえて、運動の特性

に触れる楽しさを運動遊びに取り入れることとした。それが、

跳び箱運動の特性に触れる楽しさを味わい、基礎となる感覚

を身に付け、技ができることにつながると考えた。また、杉

原が「遊び」を「内発的に動機づけられた状態」４）と説明し

ていることを踏まえ、本研究では、運動の特性に触れる楽し

さを味わいながら活動している状態を内発的に動機づけられ

た状態であると捉えることとした。 

 

【内容及び方法】 

１ 研究の仮説 

  小学校３年生の跳び箱運動において、跳び箱運動の７つ

の動きの持つ特性を生かした運動遊びを学習過程に位置付

けることによって、児童は運動の特性に触れる楽しさを味

わい、体の動かし方や身体感覚を身に付け、基本的な技（開

脚跳び）ができるようになるであろう。 

２ 分析の視点 

表１ 分析の視点と方法 

分析の視点 
（１）運動遊びに

ついて 
ア 運動の特性に触れる楽しさが味わ
えたか 

イ 運動の基礎となる体の動かし方や
身体感覚が身に付いたか 

（２）開脚跳びに
ついて 

ア 中学年の基本的な支持跳び越し
技、「開脚跳び」ができるようにな
ったか 

イ 運動遊びが技の学習につながって
いたか 

３ 検証授業 

（１） 期 間 平成 27年 10月 14日（水）～10月 30日（金） 

（２）場 所 秦野市立鶴巻小学校 

（３）対 象 第３学年３組（36名） 

（４）単元名 Ｂ 器械運動（跳び箱運動） 

（５）学習指導の工夫 

  ○ 跳び箱運動の７つの動きを生かした運動遊び 

    三木は、跳び箱運動の動きは「①助走②予備踏み切

り③踏み切り④第１空中局面⑤着手⑥第２空中局面⑦

着地」の７つに分けられると述べている。本研究では、

跳び箱運動の７つの動きを生かして、跳び箱運動の特

性を味わうことのできる運動遊びを４つ構築した。こ

れらの運動遊びを通して、跳び箱運動の特性に触れる

楽しさ表２を味わいながら、開脚跳びに必要な連続し

た体の動かし方や身体感覚が身に付くと考えた。運動

遊びの名前は、児童に親しみやすい名前にするという

意図と、「ゴムボールみたいに跳ぶ」という意味から「ゴ

ムゴムワールド」と名付けた。表３ 

表２ 跳び箱運動の特性に触れる楽しさ 

 

 

 

 

 

 

  ア 「ゴムゴムのロケット」（以下「ロケット」） 
    「空中に体を投げ出す楽しさ」を味わわせ、「①助走

②予備踏み切り③踏み切り④第１空中局面」につなが

る「助走から両足けりで空中に体を投げ出す」動きの

獲得をねらった運動遊びである。 

  イ 「ゴムゴムの両手スタンプ」 （以下「スタンプ」） 
    「腕で体を支える楽しさ（逆さ感覚）」を味わわせ、

「④第１空中局面⑤着手」につながる「体を前に投げ

出して両手で着手し、体を支えながら腰が肩の高さま

で上がる」動きの獲得をねらった運動遊びである。 

  ウ 「ゴムゴムのパラシュート」（以下「パラシュート」）」 
    「高所から跳び下りる楽しさ」を味わわせ、「⑤着手

⑥第２空中局面⑦着地」につながる「着手した両手が

７つの動き 特性に触れる楽しさ 
①助走  
②予備踏み切り 
③踏み切り 
④第１空中局面 
⑤着手 
⑥第２空中局面 
⑦着地 

 

高所から跳び下り
る楽しさ 

空中に体を投げ出
す楽しさ 
腕で体を支える楽
しさ（逆さ感覚） 

足・手・
足の運動
の順次性
で跳び越
す楽しさ 
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跳び箱から離れた後、体を起こしながら着地に向かう」

動きの獲得をねらった運動遊びである。 

  エ 「ゴムゴムのバズーカ」（以下「バズーカ」） 

    他の３つの運動遊びで身に付けた動きによって

「足・手・足の運動の順次性で跳び越す楽しさ」を味

わわせ、「助走から跳び箱を跳び越すまでの動きをつな

げる」ことをねらった運動遊びである 

表３ 「ゴムゴムワールド」 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【結果と考察】 

１ 運動遊びについて 

本研究では、「運動遊び」を次のように定義した。 
○ 運動の特性に触れる楽しさが味わえる活動（内発的
動機づけの傾向が高い活動） 

○ 運動の基礎となる体の動かし方や身体感覚が身に
付く活動 

（１）運動遊びについて 

  ア 運動の特性に触れる楽しさが味わえたか 

    本研究では、櫻井の作成した「内発的―外発的動機

づけ測定尺度」５）を参考に、運動の特性に触れる楽し

さを味わうことができたかについて測る指標としての

「内発的―外発的測定尺度」を作成した。そして、事

前との比較において事後における運動遊びの動機づけ

の傾向が高かった時、「運動の特性に触れる楽しさが味

わえた」と判断した。 

   ＜結果＞ 

    図１は事前と事後の結果を、クラス平均で比較した

ものである（最高12ポイント）。「ゴムゴムワールド」

の全ての運動遊びが、事前を上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事前と事後の「内発的―外発的測定尺度」の結

果の比較（平均値） 

    表４は学習カードから、「ゴムゴムワールド」に関す

る記述を抜粋したものである。記述から、それぞれの

運動遊びを楽しんでいる様子が伺える。 
 表４ 学習カード「今日の一言（抜粋）」 

記述内容 
○ ゴムゴムのロケットがおもいっきり跳べて楽しかった。 
○ ゴムゴムのスタンプで、コウモリ（コウモリのイラスト
を貼ったクッション）に当たらずにできた。 

○ ゴムゴムのパラシュートが楽しかった。 
○ バズーカができたこと。今日一番うれしかったこと。 

   ＜考察＞ 
    これらの結果から、「ゴムゴムワールド」を通して、

運動の特性に触れる楽しさが味わえたと考えられる。

それぞれの運動遊びで講じた手立てが運動の特性に

触れる楽しさを味わわせることにつながったと考え

られる。また、児童に「できた」という出来映えを感

じさせることにもつながったと考えられる。 
  イ 運動の基礎となる体の動かし方や身体感覚が身に付

いたか 

    「ゴムゴムワールド」の授業映像を分析し、跳び箱

運動の７つの動きを生かした次の動きが見られるよう

になったかを見取った。表５ 

  表５ 跳び箱運動の７つの動きを生かした動き   

 

 

 

 

 

 

 

   ＜結果＞ 

    図２は、表５で示した動きが見られた児童の推移を

運動遊びごとにまとめたものである。「ロケット」「ス

タンプ」「バズーカ」について、６、７時間目に 35名

の児童に動きが見られた。「パラシュート」について、

６、７時間目に 34名の児童に動きが見られた。 

 

 

 

 

 

 

図２ それぞれの運動遊びで動きが見られた人数 

   ＜考察＞ 
    ほとんどの児童に跳び箱運動の７つの動きを生かし

た動きが見られたことから、運動の基礎となる体の動

かし方や身体感覚が身に付いたと考えられる。場の設

定に加え、動きのリズムをオノマトペにして取り入れ

たことが、効果的に働いたと考えられる。 

・両手のひらで着手し、腕 
 で体を支えながら腰を上 
げ、前に移動をする。  
 

・助走から両足で踏み切り、 
壁に立てかけてあるセー 
フティーマットに向かっ 
てジャンプする。 

・両手で着手した状態から 
跳び箱に跳び乗り、体を 
起こしながらセーフティ 
ーマットに跳び下りる。 
  

・助走から両足を揃えて踏 
み切り、ショート跳び箱 
（長さを短くした跳び箱） 
に両手を着いて跳び越す。  
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 「体を前に投げ出して両手で着手し、体を支えながら腰
が肩の高さまで上がる」 

○ 「ゴムゴムのパラシュート」 
 「着手した両手が跳び箱から離れた後、体を起こしなが
ら着地に向かう」 

○ 「ゴムゴムのバズーカ」 
「助走から跳び箱を跳び越すまでの動きをつなげる」 

ロケット スタンプ バズーカ パラシュ

ート 
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（２）開脚跳びについて 

  ア 中学年の基本的な支持跳び越し技、「開脚跳び」が

できるようになったか 

児童が開脚跳びに取り組む映像を分析し、跳び箱の

段数や長さ、幅に関係なく、次の３観点が見られた時、

開脚跳びができたと判断した。 
① 助走から「両足をそろえて踏み切る」こと 

② 脚を左右に開き、「跳び箱の半分より奥側に両手

で一緒に着手をする」こと 

③ 着手後、「目線を進行方向に移して遠くを見なが

ら跳び箱を跳び越える」こと 

   ＜結果＞ 
    図３は、開脚跳びができた児童数の推移をまとめた

ものである。第１時は開脚跳びができた児童は 17人で

あったが、第７時は 35人に増加した。 
 
 
 

 
図３ 開脚跳びができた児童数の推移 

   ＜考察＞ 

    ７時間の授業を通して、開脚跳びができるようにな

ったと考えられる。「ゴムゴムワールド」で身に付けた

連続した体の動かし方や身体感覚が開脚跳びに生かさ

れたと考えられる。 

  イ 運動遊びが技の学習につながったか 

    第１時の開脚跳びの様子から、児童を表６のように

分類し、運動遊びと技のつながりについて検証する。 

表６ 本研究における児童の分類 

第１時（10月 14日）の様子 分類 人数 
開脚跳びができていなかった 跳べない群 18人 
開脚跳びができていた 跳べる群 17人 

  （ア）「跳べない群」の運動遊びと技の出来映えについて 

     開脚跳びができるようになることに最も有効であ

ったと考えられる運動遊びについて検討する。有効

であったと判断する方法は次のとおりである。 
①開脚跳びができるようになった日を基準とする。 

②基準日以前で、基準日に一番近い日に表５で示し

た動きが見られた運動遊びを見取る。 

     なお、「バズーカ」は他の３つの運動遊びで身に付

けた動きをつなぎ合わせることを目的とした活動で

あることから、ここでは「ロケット」「スタンプ」「パ

ラシュート」の３つについて、検討することとした。 
    ＜結果＞ 
     表７は、「跳べない群」の児童が跳べるようになっ

た跳び箱と、有効であったと考えられる運動遊びに

ついて、まとめたものである。ここでは跳び箱を、

「ショート（横向きの跳び箱か横向きの跳び箱とほ

ぼ同じ長さの跳び箱）」と「ロング（縦向きの跳び箱

か縦の長さとほぼ同じ長さの跳び箱）」に分類した。 

     ショートに有効であったと考えられる運動遊びは、

「スタンプ」が５人で一番多く、ロングに有効であ

ったと考えられる運動遊びは、「ロケット」が６人で

一番多かった。 

表７ 有効であったと考えられる運動遊びについて 

跳び箱 
有効であったと考えられる運動遊び 
ロケット スタンプ パラシュート 

ショート １人 ５人 ２人 
ロング ６人 ４人 ３人 

    ＜考察＞ 
     これらの結果から、ショートで開脚跳びができる

ようになるために有効だったのは「スタンプ」での

学習であり、両手で着手して体を支え、腰を高く上

げる動きを身に付けることができることが大切だと

考える。 

     ロングでは、助走の勢いや両足けりで空中に体を

投げ出す動きがより必要であり、本研究では「ロケ

ット」で身に付けた動きが大切になると考えられる。 

    ○ 「跳べない群」の抽出児童Ａの様子について 

      跳べない群から児童を１人抽出して映像分析を

行い、運動遊びで表５の動きが見られた日と開脚

跳びができたと判断した日の関係から、運動遊び

と技の学習のつながりを検討する。 

     ＜結果＞ 

      表８は抽出児童Ａの運動遊びと開脚跳びの様子

について、まとめたものである。「ロケット」の動

きが見られるようになった日（第６時）に縦４段

の跳び箱で開脚跳びができるようになった。 

表８ 抽出児童Ａの学習の様子について 

抽出児童
Ａ 

ロケット スタンプ 
パラシュ
ート 

開脚跳び 

第１時 ／ ／ ／ 縦４段 × 

第２時 × × × ／ ／ 

第３時 × ○ × 縦４段 × 

第４時 × ○ ○ 縦４段 × 

第５時 × × ○ 縦４段 × 

第６時 ○ ○ ○ 縦４段 ○ 

第７時 ○ ○ ○ 縦４段 ○ 

※ ／はその活動が未実施だった日 

     ＜考察＞ 

      抽出児童Ａの開脚跳びの課題は「助走から両足

踏み切りで空中に体を投げ出す」動きにあったと

考える。第４時の「ロケット」をＶＴＲから見る

と、助走の勢いがなく、踏み切りでは足を前後に

開いたような片足踏み切りであった。そのため、

うまく空中に体を投げ出すことができずにいた。

しかし、第６時では助走に勢いがあり、両足をほ
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ぼそろえて踏み切ることができるようになり、空

中に体を投げ出すことができるようになっていた。

このことから「ロケット」を通して身に付けた動

きが生かされ、その日の開脚跳びにつながったと

考えられる。 

  （イ）「跳べる群」の抽出児童Ｂの様子について 

     「跳べる群」から児童を 1人抽出して映像分析を

行い、運動遊びが技の出来映えの向上につながった

かについて検討することとした。 
    ＜結果＞ 

     表９は抽出児童の運動遊びと開脚跳びの様子につ

いて、まとめたものである。第２時の「ロケット」

と比較して第６時は、高く体を投げ出す様子が見ら

れるようになった。第２時の「スタンプ」と比較し

て第６時は腕で体を支えて腰が高く上がる様子が見

られた。同じ日の「チャレンジタイム」では、助走

から両足けりで高く体を投げ出し、足の高さが腰の

高さとほぼ平行になりながら着手をして跳び越す、

大きな開脚跳びの動きが見られた。 

表９ 抽出児童Ｂの学習の様子について 

抽出児童
Ｂ 

ロケット スタンプ 
パラシュ
ート 

開脚跳び 

第１時 ／ ／ ／ 縦４段 ○ 

第２時 ○ ○ ○ ／ ／ 

第３時 ○ ○ ○ 縦４段 ○ 

第４時 ○ ○ ○ 縦４段 ○ 

第５時 ○ ○ ○ 縦５段 ○ 

第６時 ◎ ◎ ○ 縦５段 ◎ 

第７時 ◎ ◎ ○ 縦５段 ◎ 

※ ／はその活動が未実施だった日 

※ ◎は○だった動きがさらに上達したもの 

    ＜考察＞ 

     抽出児童Ｂには「ロケット」と「スタンプ」の動

きが有効に働き、大きな開脚跳びにつながったと考

えられる。第２時の「ロケット」では、両足けりが

まだ弱く、体を投げ出した後、ゆるやかに落下しな

がらマットに手をついていたが、第６時になると両

足で強くけることができるようになり、空中で体が

高い位置を保ったまま、マットの高い位置に手をつ

くことができていた。このことから、両足けりで体

を投げ出す動きが高まり、大きな開脚跳びの前半の

動きを身に付けることにつながった。第２時の「ス

タンプ」では着手の後に体を支えて腰が肩の高さま

で上がって両足が跳び箱の横を通過する様子が見ら

れたが、第６時では、より前傾した体勢で体を支え

ることができるようになり、着手の後に腰が肩の高

さまで上がって両足が跳び箱の上を通過する動きが

見られた。このことから、着手して体を支えて腰を

高く上げる動きが高まったと考えられる。 

 

【研究のまとめ】 

１ 研究の成果 

  跳び箱運動の７つの動きを生かした運動遊びを学習活動

に位置付けることは、児童が運動の特性に触れる楽しさを

味わい、開脚跳びに必要な体の動かし方や身体感覚を身に

付け、技ができるようになることに有効であった。 

  また、７つの動きを生かした運動遊びは、技の出来映え

を向上させることにも有効で考えられる。特に「空中に体

を投げ出す楽しさ」を味わわせことを狙った運動遊びが有

効であると考えられる。 

２ 課題 

児童の技術的課題によって、技ができることに有効な運

動遊びは異なる。どのような運動遊びが効果的であるかを

見極め、適切な方法を取り上げて支援することが重要であ

ると考える。 
また、実態把握は活動中も常に行うべきであり、実態に

合わせて意図的に運動遊びを変化（進化）させていくこと

が重要であると考える。 
３ 今後の展望 

（１）運動の特性に触れる楽しさが味わえる運動遊びの構築 

   運動の特性に触れる楽しさについて検討し、その特性

が味わえるような運動遊びを構築していくことが大切で

あると考える。 

（２）運動遊びを跳び箱運動の学習に系統立てて生かす 

   各学年の発達段階に応じて運動遊びの指導を生かすこ

とは、運動の特性に触れる楽しさを味わわせるとともに、

運動の基礎となる体の動かし方や身体感覚を身に付けさ

せたり高めたりすることにつながると考えられる。 

   さらに、それぞれの運動遊びが連続した動きにつなが

ることを理解させることができれば、児童が運動遊びの

場を技を身に付けるための練習の場として捉えることが

可能になると考える。 

 

                                                           
１） 文部科学省『小学校学習指導要領解説 体育編』 

2008年９月 pp.13-16,p.46 
２） 文部科学省『学校体育実技指導資料 第 10集 器械運動

指導の手引』 2015年３月 p.34,p.77 
３） 三木四郎『新しい体育授業の運動学』 明和出版 2005年３

月 p.77 
４） 杉原隆「遊びとしての運動の重要性」 『幼児期における

運動発達と運動指導‐遊びの中でこどもは育つ‐』 ミネ

ルヴァ書房 2014年５月 p.34,p.37 
５） 櫻井茂男ら「内発的―外発的動機づけ測定尺度の開発」 

『筑波大学心理学研究 第７号』筑波大学心理学系  
1985年３月 pp.43-54 
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ゴール前の空間に走り込む動きができる球技：ゴール型 

「バスケットボール」の授業 

―動くべき位置を可視化した「スリーサークルボール」の発展型ゲームを通して― 

 

藤沢市立大清水中学校 角田祐生 

【はじめに】 

中学校学習指導要領解説における球技：ゴール型 第１学

年及び第２学年は、「攻撃を重視し、空間に仲間と連携して走

り込み、マークをかわしてゴール前での攻防を展開できるよ

うにする。」１）とある。 

本研究の対象である大清水中学校第２学年の生徒にバスケ

ットボールに関する事前アンケートを行ったところ、バスケ

ットボールに好意的ではない理由として「どこへ動けばよい

のかわからない」ことを挙げていた。これは「ボールを持た

ないときの動き」が理解できていないことを示している。 

その「ボールを持たないときの動き」を身に付ける手立て

として「スリーサークルボール」が岡田らに考案されている。

攻撃側のボールを持たないプレーヤーの動くべき位置が可視

化され、パスを受けるための動きを改善するために有効なこ

とが確認されている。２）しかし、この「スリーサークルボー

ル」は、サークルに入ったプレーヤーがボールを受けて得点

するゲームであるため、「ゴールへの方向性が限定されていな

い」２）ことが課題として指摘されている。 

本研究では、「スリーサークルボール」の発展型ゲームとし

て、ゴール前に走り込むべき位置を可視化した、「スリーサー

クルボールシュート」をゴール型「バスケットボール」の学

習に取り入れ、ゴールへの動きの方向性を理解させることに

よって、ゴール前の空間に走り込む動きができるようになる

と考えた。 

 

【内容及び方法】 

１ 研究の仮説 

中学校２学年の球技：ゴール型「バスケットボール」の

授業において「スリーサークルボール」の発展型ゲームと

して、ゴール前に走り込むべき位置を可視化した「スリー

サークルボールシュート」を用いた授業を展開することで、

ゴール前の空間に走り込む動きができるようになるであろ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 分析の視点 

表１ 分析の視点及び観点 

分析の視点 観点 
（１）空間に走り

込む動きがで

きたか 

 

ハ
ー
フ
コ
ー
ト 

ア ３対０でのサークルに走り

込む動きの変容 

(守備者なし) 

イ ３対３でのサークルに走り

込む動きの変容 

(守備者あり) 

オ
ー
ル
コ
ー
ト 

ウ ３対３でのサークルに走り

込む動きの変容 
(守備者あり) 

エ 試しのゲームと最終ゲーム

でのサークルに走り込む動き

の変容 
オ 事前アンケートで「どこへ動

けばよいのかわからない」と回

答をしていた生徒の、サークル

に走り込む動きの変容 

（２）空間に走り

込む動きを理

解できたか 

「『ゴールへの方向性を意識した走

り込む動き』の目的を理解することが

できたか」についての回答、記述の変

容（理解度チェック） 

３ 検証授業 

（１）期 間 平成27年９月17日（木）～10月９日（金） 

（２）場 所 藤沢市立大清水中学校 

（３）対 象 第２学年３組（38名） 

（４）単元名 球技：ゴール型「バスケットボール」 

（５）学習指導の工夫 

ア 動くべき位置の可視化 

  全ての学習活動で、動くべき位置をコート上にライ

ンテープで示した。（○は走り込むべき位置、×は走

り込む前にいるべき位置） 

 
図１ 可視化されているコート図 

白

赤 黄５

４

３

２

１

ゴール前の空間に走り込む動きができる 

球技：ゴール型「バスケットボール」の授業 
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８

７ ６５

４

３

２

１

  イ スリーサークルボールシュート 

「空間に走り込む動き」を身に付けるための、段階

的なドリルゲームとして行う。 
表２‐（１） スリーサークルボールシュート 

      （ハーフコート×印スタート） 

コート図 行い方 

 
ゴール下サークル⑥⑦

⑧の位置に走り込んだ味

方がパスを受ける。  
（サークルの次は、必ず外

１～５にパスを出さなく

てはいけない。） 
時間は 20 秒間。ブザー

が鳴ったらシュートする。 
学習活動 ねらい 

３対０ 

守備者なし 

○攻撃者のみにすることで難しさ

を軽減 

○空間に走り込む動きを特定 

３対３ 

守備者あり 

○攻防の段階を踏んでの学習 

 

表２‐（２） スリーサークルボールシュート 

       （ハーフコートセンターラインスタート） 

コート図 行い方 

 

スリーサークルボール

シュートのスタート位置

をセンターラインから行

う。 
  

学習活動 ねらい 

３対０ 

守備者なし 

○オールコート展開への段階を踏

んでの学習 

３対３ 

守備者あり 

○オールコート展開への段階と攻

防の段階を踏んでの学習 

  ウ 走り込みシュート 
    走り込みシュートは「空間に走り込む動き」の理解

を深め、段階的に動きを身に付けるためのドリルゲー

ムである。 
表３ ２人組での走り込みシュート 

ねらいゴール前の空間に走り込む動きを理解し、できる

ようにする。 
コート図 行い方（正面から） 

 
 
 

 
 

Ａ×３から○８へ走り込む、

パスを受けてシュート。  

Ｂ×１から○８へパス。 

○なお、走り込む角度を変

えることも行った。 

※得点は、シュートイン２点、リングに当たると１点とする。 

 

表４ （応用）３人組での走り込みシュート 

ねらい走り込む動きとつなぐ動きを理解し、仲間と連携し

て走り込むようにする。 
コート図 行い方 

 
 
 
 

Ａ×５から○７に走り込

み、さらに○８へ走り込む。

パスを受けてシュート。 

Ｂ×１から×２へつなぐ

ために動く、その後○８の

Ａへパス。 

Ｃ×３から×２のＢにパ

ス。 

 Ａ×３から×２のＢにパ

ス。×３から○８へ走り込

む。パスを受けてシュート。 

Ｂ×２でパスを受け○８

のＣにパス、×２に再度〇

８からパスを受け、○８に

走り込んできたＡにパス。 

Ｃ×４から○８へ走り込

む。パスを受け×２のＢに

返す。×１へつなぐために

動く。 

※得点は、シュートイン２点、リングに当たると１点とする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ねらいゴール前の空間に走り込み、よりボールに近づく

動きを理解し、できるようにする。 

コート図 行い方（正面から） 
 
 
 
 

Ａ×３から○８へ走り込

み、さらに○６へ走り込

む。パスを受けてシュー

ト 。 

Ｂ×１から○６へパス。 

○なお、走り込む角度を変

えることも行った。 

８

７ ６５

４

３

２

１

Ａ 

Ｂ 

 

８

７ ６５

４

３

２

１

Ａ 

Ｂ 

 

８

７ ６５

４

３

２

１

Ａ Ｂ 

 

８

７ ６５

４

３

２

１

Ｃ 

 
 

Ａ 

Ｂ 

 
Ｃ 

 
 

３ 
２ 
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【結果と考察】 

１ 結果 

（１）空間に走り込む動きができたか 

  ア ハーフコート３対０でのサークルに走り込む動きの変容 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「サークルに走り込む動き」の平均回数の推移 

（ハーフコート３対０） 

    図２は、２時間目、４時間目、６時間目に実施した

スリーサークルボールシュート（ハーフコート３対０）

をＶＴＲで分析し、「サークルに走り込む動き」の平均

回数の変容を示したものである。２時間目が 3.3回、

６時間目が 5.6回となり、2.3ポイント増加した。 

  イ ハーフコート３対３でのサークルに走り込む動きの変容 

 

 

 

 

 

 

図３ 「サークルに走り込む動き」の平均回数の推移 

  （ハーフコート３対３） 

    図３は、６時間目と７時間目に実施したスリーサー

クルボールシュート（ハーフコート３対３）をＶＴＲ

で分析し、「サークルに走り込む動き」の平均回数の変

容を示したものである。６時間目が 4.4回、７時間目

が 4.3回とほぼ変わらなかった。 

  ウ オールコート３対３でのサークルに走り込む動きの変容 
 
 
 
 
 
 

 

図４ 「サークルに走り込む動き」の平均回数の推移 

    （オールコート３対３） 

図４は、７・８・９時間目に実施したオールコート

３対３のゲームをＶＴＲで分析し、１試合における「サ

ークルに走り込む動き」の回数の変容を示したもので

ある。全体の平均は、７時間目が 3.8回、９時間目が

7.4回（２分間に換算）となり、3.6ポイント増加した。 

 

エ 試しのゲームと最終ゲームでのサークルに走り込む

動きの変容 

 

 

 

 

 

 

図５ 「サークルに走り込む動き」の平均回数の推移 

   （オールコート３対３） 

図５は、１時間目と９時間目に実施したオールコー

ト３対３のゲームをＶＴＲで分析し、１試合における

「サークルに走り込む動き」の平均回数の変容を示し

たものである。１時間目が 6.3回、９時間目が 14.8

回となり、8.5ポイント増加した。 

オ 事前アンケートで「どこへ動けばよいのかわからな

い」と回答をしていた生徒（12人）の、サークルに走

り込む動きの変容    （*：ｐ＜0.05 **：ｐ＜0.01） 
 
 
 
 
 
 

 

図６ 抽出生徒たちの「サークルに走り込む動きの 

平均回数の推移（オールコート３対３） 

    図６は、１時間目、７時間目、９時間目に実施した

オールコート３対３のゲームをＶＴＲで分析し、「サー

クルに走り込む動き」の平均回数の推移を示したもの

である。１時間目が 0.3回、９時間目が 2.3回（２分

間に換算）となり、2.0ポイント増加した。平均値に

有意な改善が認められた。 

（２）空間に走り込む動きを理解できたか 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 「どう動くか」に対する「サークルに走り込む

動き」の正解率（理解度チェック） 

    図７は「どう動くか」について、「サークルに走り込

む動き」を答えた割合を事前と事後で比較したもので

ある。事前では 56.8％であった正解率が事後では

84.2％となり、27.4ポイント増加した。 

3.3  
5.3  5.6  
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4 
6 
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14.8 
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２ 考察 

  これまでの（１）空間に走り込む動きができたか、（２）

空間に走り込む動きを理解できたかについての結果から、

次のことが考えられる。 

 ○「空間に走り込む動き」を理解して動くことができるた

めには「可視化が有効」である。 

可視化の有効性は先行研究で確認されており、本研究

においてもゴール型「バスケットボール」の授業に取り

入れることで、有効性が再確認できた。「ゴールへの方向

性」を付加して行ったところ、仲間がどこへ動くかが分

かりやすくなり、仲間との連携した動きがスムーズにな

ったと考える。 

○「空間に走り込む動き」を習得させるためには、「工夫し

たルール」により段階的に学習を進めて仲間と連携して

いくことが大切である。 

   「工夫したルール」として、人数を減らす（３人）こ

とや、プレイ上の制限として「ドリブルなし」「マークマ

ンを決める」「守備制限」などを行った。これらのことに

より、バスケットボールの難しさを軽減し、学習の目的

の明確化を図ることができたと考える。 

   また、守備者がいる状況での学習は特に、「仲間との共

通理解」が大切であると考える。 

○「スリーサークルボールシュート」を用いた授業を展開

することで、「空間に走り込む動き」ができるようになる。 

   「スリーサークルボールシュート」を単元の中心とし

て行い、更に段階的に動きを習得するためのドリルゲー

ム（走り込みシュート）を行ったことで、単元の後半に

計画したタスクゲーム＜オールコート３対３＞において、

「空間に走り込む動き」が多く見られたことから「空間

に走り込む動き」への理解が段階的に進んでいくことに

有効であったと考える。 

【研究のまとめ】 

１ 可視化の有効性 

（１）走り込むべき位置（３つのサークル） 

   目で見て分かるようにしたことで、動くべき位置に走

り込む動きを理解することができた。 

（２）走り込む前にいるべき位置（５つの×印） 

目で見て分かるようにしたことで、どこから走り込む

のかがわかったり、ボールをつなぐために仲間と連携す

る動きを生み出すことができた。 

２ 工夫したルール 

（１）時間：20秒 

限られた時間とすることで、空間に走り込む動きの、

回数を増やすことに意識して取り組むことができた。 

（２）プレイヤーの人数（３人） 

人数を少なくすることにより、各自の役割が明確化さ

れ、役割を果たそうとする自主的な動きを生み出すこと

ができた。 

（３）プレイ上の制限１（ドリブルなし） 

パスでボールをつないでいくこととなり、パスをつな

いでいくために、「ボールを持たないときの動き」を重点

化した取り組みができた。 

（４）プレイ上の制限２（マークを決める） 

常にゴール前に留まっている守備者がいないことから、

ゴール前の空間を見付けて走り込む動きを引き出すこと

ができた。 

３ スリーサークルボールシュートの成果 

表５ スリーサークルボールシュートの種類及び成果 

４ 今後の展望 

本研究は球技：ゴール型「バスケットボール」の授業を

通して、「スリーサークルボールシュート」を段階的に取り

組むことにより、ゴール前の空間に走り込む動きを身に付

けさせることができた。これは、第３学年の例示に示され

ている「ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を

引きつけてゴールから離れること」「パスを出した後に次の

パスを受ける動きをすること」につながると考える。 

「動くべき位置」を可視化した「スリーサークルボール

シュート」の活用で、ゴール前の動くべき位置への意識が

高まった。次へのステップとして「守備者への対応」など、

マークをかわして走り込むことを第３学年に計画していく

べきである。このような実践から、「空間を作りだすなどの

動き」を「守備者の状況に合わせた動き方」と身に付けさ

せ、仲間と連携したゴール前での攻防を楽しむことを味わ

わせたいと考える。 

                                                           
１）文部科学省「中学校学習指導要領解説 保健体育編」 

東山書房 2008年 9月 
２）岡田雄樹、近藤智靖、末永祐介、宗像洋 「小学校６年

生の体育授業を対象としたハンドボールに対するスリー

サークルボールの有効性の検討」 『日本体育大学スポ

ーツ科学研究』ｐｐ．31‐39 2013年 

種類 成果 

段
階
的
ド
リ
ル
ゲ
ー
ム 

３対０ 

（守備者なし） 

 走り込む動きに特化して行い、仲

間の動きに対応した走り込む動きな

どを行うことができた。 

 

２人組での 

走り込み 

シュート 

走り込む位置、よりボールに近づ

く動きを理解することができた。 

 

３人組での 

走り込み 

シュート 

 仲間の動きに対応した走り込む動

きや、つなぐ動きを理解することが

できた。 

３対３ 

（守備者あり） 

×印 

スタート 

 ×印を目安にして走

り込む動きを身に付け

ていくことができた。 

センターライン 

スタート 

 より実践的に走り

込む動きにしていく

ことができた。 
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仲間と連携した守備ができる球技：ベースボール型の授業 

―守備の判断の選択肢を限定した段階的なゲームを通して― 

 

神奈川県立大和東高等学校 熊倉周平 

 

【はじめに】 

高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編では、球技

の各型のねらいについて「勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、

作戦や状況に応じた技能や仲間と連携した動きを高めてゲー

ムが展開できるようにする」１）ことが示されている。 

神奈川県立大和東高等学校の第１学年女子のソフトボール

選択者に、これまでの学習の中で経験したソフトボールのゲ

ームでの楽しさについてアンケート調査を行った結果、個人

の技能を発揮することでは楽しさを味わっているが、守備に

おける役割の中で仲間や相手とかかわりながら技能を発揮す

ることについては、楽しさを味わえていない傾向であること

が分かった。 

このことは、滝澤・岩田がベースボール型ゲームの学習指

導の難しさとして述べている「ルールが非常に複雑で、運動

技術的にも戦術的にもプレイの課題性が高く、ゲームの本質

的な面白さを保障しにくいこと」２）が原因であると考える。

また、岩田は「子どもたちのレベルで攻守の均衡を保ち、リ

ズムのある攻守の交代を生みだしていくためには、まずは守

備側に着目していくのが１つの考え方」３）と述べている。さ

らに、ベースボール型ゲームの面白さを生みだす特徴的な判

断について、「ランナーが早いか、それともフィールディング

が早いかを特定の塁上で競い合うことに向けての判断」４）で

あるとしている。 

このことから本研究では「ボールを持たないときの動き」

の中で守備の連携にかかわる判断に着目し、その役割に応じ

た行動を選択することができるようにするために、守備の判

断の選択肢を限定し、段階的なゲームを構築して指導するこ

とが、守備において仲間と連携したプレイを展開することに

つながると考えた。 

【内容及び方法】 

１ 研究の仮説 

高等学校第１学年の球技：ベースボール型の授業におい

て、守備における役割に応じた判断の選択肢を限定したゲ

ームを学習活動に取り入れて指導することで、仲間と連携

した守備ができるようになるであろう。 

 

 

 

 

 

 

２ 分析の視点 

表１ 分析の視点及び観点（抜粋） 

分析の視点 分析の観点 

ボールを持たないとき

の動きが身に付いたか 

○ 味方からの送球を受ける

ために、走者の進む先の塁に

動くことができたか 

仲間と連携した守備で

ゲームが展開できたか 

ア 役割（捕球役とベースカバ

ー役）の選択ができたか 

イ 役割の選択の基となる知

識が身に付いたか 

３ 検証授業 

（１）期 間 平成27年９月14日（月）～10月21日（水） 

（２）場 所 神奈川県立大和東高等学校 

（３）対 象 第１学年７・８組 

ソフトボール選択者 女子17名 

（４）単元名 球技：ベースボール型「ソフトボール」 

（５）学習指導の工夫 

ア メインゲーム 

本研究では、ゲームにおける守備の人数と塁の数を

限定することで、守備における役割の選択として、①

捕球役となるのかベースカバー役となるのか、②ベー

スカバー役としてどの塁に動くのかの２つが求められ

るようにした。また、捕手は打球に対する捕球役にな

ることは非常に少ないことから、捕手がベースカバー

役となることの多い本塁は設置せず、塁の数は最大で

３つとした。このため、走者が進むのは３塁までとな

るゲームをメインゲームとし、次年度以降の学習との

つながりを考えて、一般的なルールのソフトボールと

同じように走者がアウトになるか３塁に到達するまで

は、塁上に留まることとした。 

その他、フェアグラウンドの角度を 60 度（通常は

90度）とすることで、３塁から１塁までの距離を短く

し、１人当たりの守備するべき範囲を縮小した。この

ことは、送球にかかわるボール操作を緩和し、守備機

会を多く確保することもねらいとした。 

 

 

 

 

 

 

図１ 守備における役割の選択とそのタイミング 

役割の
選択②

役割の
選択①

打
撃

捕球役

ベース
カバー役

１塁の
ベースカバー

２塁の
ベースカバー

３塁の
ベースカバー



14 

 

表２ メインゲーム及び試しのゲームのルール 

フェアグラウンド 60度 

 

 

 

 

 

ルール 

・試しのゲームでは打者５人、メインゲームでは３ア

ウトで攻守交代。 

・打者はゴロを打つ。 

・走者が３塁に到達したら、１点。 

・フライやライナーを、ノーバウンドで捕球したら 

アウト。 

・守備側はアウトサークルを塁の代わりに使用する。 

イ タスクゲーム 

タスクゲームは、守備の人数と塁の数を増加させる

ことにより、守備における役割の選択を複雑化するよ

うに段階的な学習ができるようにすることとした。 

また、守備の人数に合わせてフェアグラウンドの角

度を変化させて縮小した。 

表３ タスクゲームのねらいとルール 

（ア）ストップ・ザ・ランⅠ 

ね
ら
い 

守備側と走

者が競争を

すること。 

フェアグラウンド 約 20度 

ル
ー
ル 

・攻撃側はスタート位置のコーンから、ゴロ

で投げる。 

・攻撃側はコーンに沿って走る。アウトにな

るまでに、通過できたコーン１つにつき１

点が攻撃側の得点。 

・守備者は転がされたボールを捕球し、アウ

トサークルに入る。 

（イ）ストップ・ザ・ランⅡ 

ね
ら
い 

捕球役とベー

スカバー役を

選択して、走者

との競争によ

り進塁を阻止

すること。 

フェアグラウンド 30度 

ル
ー
ル 

・基本的なルールはメインゲームと同じ。 

・打者５人で攻守交代。 

・打撃を終えた走者はコーンに沿って走る。

アウトになるまでに、通過できたコーン１

つにつき１点が攻撃側の得点。 

・守備側は、捕球した人が直接アウトサーク

ルに入り、アウトを取ることはできない。 

 

 

（ウ）キャッチ＆チョイスⅠ 

ね
ら
い 

捕球役とベース

カバー役の選択

と、ベースカバー

役はどの塁に動

くのかという選

択をして、走者と

の競争により進

塁を阻止するこ

と。 

フェアグラウンド 45度 

ル
ー
ル 

・基本的なルールはメインゲームと同じ。 

・アウトカウントはなし、常に走者１塁の状

況から始める。 

・打者５人で攻守交代。 

・守備側は、捕球した人が直接アウトサーク

ルに入りアウトを取ることはできない。 

・２塁でアウトにしたら２点、１塁でアウト

にしたら１点が守備側の得点。 

（エ）キャッチ＆チョイスⅡ 

ね
ら
い 

打撃前の走者の

状況に応じて走

者の進む先の塁

に動き、走者との

競争により進塁

を阻止すること。 

フェアグラウンド 60度 

ル
ー
ル 

・基本的なルールはメインゲームと同じ。 

・アウトカウントはなし、特定された走者の

状況（走者１塁、走者２塁、走者１・２塁

のいずれか）から始める。 

・打者５人で攻守交代。 

・３塁でアウトにしたら３点、２塁でアウト

にしたら２点、１塁でアウトにしたら１点

が守備側の得点。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果と考察】 

１ 結果 

（１）ボールを持たないときの動きが身に付いたか 

図３は、３・７・14時間目に実施した試しのゲーム及

びメインゲームをＶＴＲで分析した、走者の進む先の塁

への動きの成功率の推移を示したものである。３時間目

と 14時間目で比較すると、42.2ポイント上昇した。 

図２ 表３の凡例 

：守備

：攻撃

：ティースタンド

：バット

：アウトサークル

凡例

凡例 
     ：守備          ：バット 

 

     ：攻撃          ：ゴロ 

 

     ：コーン         ：人の動き 

 

     ：ティースタンド     ：送球 

 

     ：アウトサークル 
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（２）仲間と連携した守備でゲームが展開できたか 

ア 役割の選択ができたか 

（ア）打球に一番近い守備者が捕球役となり、他の守備

者が正しい組み合わせで走者の進む先の塁に動く

ことができたか 

図４は、３・７・14時間目に実施した試しのゲー

ム及びメインゲームにおいて、仲間と連携した守備

の成功率の推移を示したものである。３時間目と 14

時間目で比較すると、66.7ポイント上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）打球に一番近い守備者が役割を選択できたか 

図５は、３・７・14時間目に実施した試しのゲー

ム及びメインゲームにおいて、打球に一番近い守備

者が捕球役を選択できた割合の推移を示したもので

ある。３時間目と 14時間目で比較すると、24.0ポ

イント上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）ベースカバー役が正しい組み合わせで走者の進む

先の塁に動くことができたか 

図６は、３・７・14時間目に実施した試しのゲー

ム及びメインゲームにおいて、捕球役以外の守備者

が正しい組み合わせで走者の進む先の塁に動くこと

ができた割合の推移を示したものである。３時間目

と14時間目で比較すると、42.8ポイント上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 役割の選択の基となる知識が身に付いたか 

（ア）役割の優先順位についての問いに対する正答率 

図７は、役割の優先順位についての問いの正答率

を示したものである。優先すべき役割を「捕球役」、

その役割ではない人が行うべき役割を「ベースカバ

ー役」と回答した生徒が 88.2％（15人）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.3% 

70.2% 

88.5% 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

３時間目 

試しのゲーム 

（ｎ＝41） 

７時間目 

試しのゲーム 

（ｎ＝57） 

14時間目 

メインゲーム 

（ｎ＝130） 

ｎ＝対象とした走者の進む先の塁の総数 

19.0% 58.8% 

85.7% 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

３時間目 

試しのゲーム 

（ｎ＝21） 

７時間目 

試しのゲーム 

（ｎ＝34） 

14時間目 

メインゲーム 

（ｎ＝56） 

ｎ＝対象とした打球数 

72.7% 

91.4% 
96.7% 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

３時間目 

試しのゲーム 

（ｎ＝22） 

７時間目 

試しのゲーム 

（ｎ＝35） 

14時間目 

メインゲーム 

（ｎ＝61） 

ｎ＝対象とした打球数 

42.9% 

67.6% 

85.7% 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

３時間目 

試しのゲーム 

（ｎ＝21） 

７時間目 

試しのゲーム 

（ｎ＝34） 

14時間目 

メインゲーム 

（ｎ＝56） 

ｎ＝対象とした打球数 

88.2% 

15人 

11.8% 

２人 

ｎ＝17 

正答 

誤答 

図３ 走者の進む先の塁への動きの成功率の推移 

図４ 仲間と連携した守備の成功率の推移 

図５ 打球に一番近い守備者が捕球役を選択できた

割合の推移 

図６ ベースカバー役が正しい組み合わせで走者の

進む先の塁に動くことができた割合の推移 

図７ 役割の優先順位についての問いの正答率 
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（イ）ベースカバー役についての問いに対する正答率 

図８は、捕球役以外の守備者がどの塁へ動くべき

かについての質問の正答率を事前と事後で比較した

ものである。事後では正答率が 100.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 検証のまとめ 

これまでの結果と考察から、次のことが明らかになった。 

１つ目は、守備の人数を少なくしたことが技能を行使す

る機会を保障し、捕球役でない場合はベースカバー役の役

割を果たさなければならないという意識につながった。ま

た、自らの役割を果たすことが仲間との連携プレイを生む

ことへつながり、その結果、技能が向上した。 

２つ目は、仲間と連携した守備が分かってできるように

なったことである。守備の判断の選択肢を限定するため、

守備の人数を限定したタスクゲームで段階的に指導するこ

とで、チームの中での役割を明確にしたことが、仲間と連

携した守備でゲームを展開することに有効であったと考え

られる。 

 

【研究のまとめ】 

１ 研究の成果 

守備における役割の選択に着目し、守備の人数と塁の数

を限定したことで、ゲームでの守備における役割が明確に

なり、仲間と連携した守備でゲームを展開することの質を

高めることに有効であった。 

表４に各ゲームの工夫による成果をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 各ゲームの工夫による成果 

ゲームの種類 成果 

ストップ・ 

ザ・ランⅡ 

（ストップ・

ザ・ランⅠ 

は未実施） 

・捕球役とベースカバー役の選択がで

きるようになった。 

・守備側と走者が競争していることが

理解できた。 

キャッチ＆ 

チョイスⅠ 

・進塁を阻止するために、ベースカバ

ー役としてどの塁に動くべきかの選

択ができるようになった。 

キャッチ＆ 

チョイスⅡ 

・打撃前の走者の状況に応じて、進塁

を阻止するために、ベースカバー役

としてどの塁に動くべきかの選択が

できるようになった。 

メインゲーム 

・一般的なルールのソフトボールに近

いゲームの中で、状況に応じて走者

の進む先の塁へ動くことができるよ

うになった。 

・進塁を阻止するためにベースカバー

役として、走者の進む先の塁への動

きの理解が深まった。 

・打撃前の走者の状況に応じた走者の

進む先の塁への動きで、仲間と連携

した守備を発揮し、ゲームを展開で

きた。 

２ 今後の展望 

今回の単元では、守備における役割として捕球役とベー

スカバー役を取り上げたが、ベースボール型ゲームの守備

における役割として、中継やバックアップの役割について

の学習が残されている。 

高等学校３年間の学習を通して、一般的なルールのソフ

トボールのゲームにおいて連携した守備ができるよう、守

備における役割を発展させつつ攻撃側の学習を組み合わせ

て学習計画を作成し、実施していきたい。 

                                                           
１）文部科学省 『高等学校学習指導要領解説保健体育編・体

育編』 東山消防 2009年 12月 pp.63－73 
２）滝澤崇、岩田靖 「体育におけるベースボール型ゲームの

教材づくりの傾向と課題－『戦術中心のアプローチ』の視

点からの分析－」 『信州大学教育学部付属教育実践総合

センター紀要『教育実践研究』』 2004年 pp．101‐110 
３）岩田靖 「ベースボール型ゲームの教材の系統性を探る」

『体育科教育』 大修館書店 2011年５月 pp.10‐14 
４）岩田靖 『体育の教材を創る』 大修館書店 2012年２月

pp．127－129 

47.1% 

８人 

100.0% 

17人 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

事前 事後 ｎ＝17 

図８ ベースカバー役についての問いの正答率 
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人間関係形成能力の育成に着目した球技：ゴール型の授業 

―特別支援学校知的障害教育部門高等部における 

  ソーシャルスキルトレーニング（ＳＳＴ）の活用― 

 

神奈川県立藤沢養護学校 河手拓哉 

【はじめに】 

厚生労働省は、知的障害者の３年以内の離職率（再就職者

を含む）はおよそ４割である１）と報告している。また、中嶋

は、離職理由として一番多かったのは「本人の問題」であり、

さらにその内訳を見てみると、「人間関係」に関連する回答が

一番多いと述べている。２）さらに、東京都教育委員会は、進

路担当が就職の決め手と考えた能力は人間関係形成能力であ

ると報告している。３）このように、生徒達が、自ら社会生活

を送るためには、自立活動はもとより教育活動全体を通して

人間関係を構築できるように指導していくことが求められる。 
近年、他者と上手にコミュニケーションをとるための知識

と技術である ４）ソーシャルスキルを獲得する困難さを軽

減・克服するための支援方法として、対人行動を習得する練

習である「ソーシャルスキルトレーニング（以下、「ＳＳＴ」

という）」が注目され、特別支援学校の様々な教育活動の場面

で活用されている。５）しかしながら、現在の特別支援学校の

体育・保健体育科の授業は、個々の運動能力の向上には有効

であるが、集団で行う運動への取組が敬遠されがちなため、

仲間意識の高まりなどといった本来の運動の持つ楽しさを味

わわせることが十分にはできていないと考える。 
そこで、本研究では、個々の人間関係形成能力の課題を踏

まえ、ＳＳＴを活用した授業及び役割分担を明確にした球

技：ゴール型のゲームを展開することで、学年全員で同じ種

目を同じ空間で行うことが可能となり、友達と協力して運動

する態度やコミュニケーションを必要とするパスの技能を向

上することができると考え、本主題を設定した。 

 

【内容及び方法】 

１ 研究の仮説 

個々の人間関係形成能力の課題を踏まえ、ＳＳＴを活用

した授業及び、役割分担を明確にした球技：ゴール型のゲ

ームを展開することで、学年全員で同じ種目を同じ空間で

行うことが可能となり、友達と協力して運動する態度やコ

ミュニケーションを必要とする技能を向上することができ

るであろう。 
 

 

 

 

 

 

 

２ 分析の視点 

表１ 分析の視点及び観点 

分析の視点 観点 

人
間
関
係
形
成
能
力
の
育
成 

生
徒
の
人
間
関
係
形
成
能
力
は
育
成
さ
れ
た
か 

コミュニケ
ーションの
基礎的能力
に係る評価
の変化 
 
 
 

○コミュニケーションの基
礎的能力に係る評価（事
前・事後） 

○個別指導計画・個別プロ
フィールによる実態把握
と事前・事後のコミュニ
ケーション能力に係る評
価による実態の変化 

ソーシャル
スキル尺度
による評価
の変化 

○ソーシャルスキル尺度の
評価（事前・事後） 

○個別指導計画・個別プロ
フィールによる実態把握
と事前・事後のコミュニ
ケーション能力に係る評
価による実態の変化 

生徒の授業
での取組姿
勢の変化 

○学習カードの記述内容の
変化 

生徒の授業
での変容 

○事後アンケートの自由記
述 

人
間
関
係
形
成
能
力
の 

育
成
に
関
す
る
教
員
の 

意
識
は
変
化
し
た
か 

人間関係形
成能力の育
成について 

○事前アンケート 
 

保健体育授
業に対する
考え方の変
化 

○事前アンケート（高等部
全体） 

○事前・事後アンケート（高
等部２学年）の変化 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

を
必
要
と
す
る
パ
ス
の 

技
能
の
向
上 

コミュニケ
ーションを
必要とする
パスの技能
の成功率は
高まったか 

○ＶＴＲ分析 

３ 検証授業 

（１）期 間 平成27年９月８日（火）～10月９日（金） 

（２）場 所 神奈川県立藤沢養護学校 体育館 

（３）対 象 高等部 第２学年（41名） 

（４）単元名 いろいろなスポーツ「球技:ゴール型」 

（５）学習指導の工夫 

ア 各グループのねらいとＳＳＴ 
  学年全体で同じ学習活動に取り組むが、個々の課題

を基に、ねらい及び各活動の役割を２グループに分け
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て示して、取り組んだ。なお、ゲームでの活動を通し

てソーシャルスキルを練習することをソーシャルスキ

ルゲーム（以下、ＳＳＧ）という。 
表２ 単元計画におけるＳＳＴ及びＳＳＧの計画 

 グループ ねらい ＳＳＴ ＳＳＧ 

① 

Ａ 

どんなこと
をやるか知
ることがで
きるように
する 

挨拶を 
しなかったら 
本時のＳＳＧ
では『握手』
と『挨拶』が
重要であるこ
とを伝える 

ドーン 
じゃんけん 
じゃんけん
による陣取
りゲーム 

Ｂ 

単元の見通
しを持つこ
とができる
ようにする 

② 

Ａ 

名前を呼ば
れたら反応
できるよう
にする 

名前を 
呼ばないと 
相手の反応を
求める時に
は、相手の名
前を呼ぶこと
が必要である
ことを伝える 

ネームパス 
名前を呼ん
で、反応があ
ったらパス
をし、名前を
呼ばれたら
反応するボ
ール受け渡
しゲーム 
 
ラン＆ 
ネームパス 
ネームパス
に動きを加
えたボール
運びゲーム 

Ｂ 

仲間の名前
を呼んで反
応を待つこ
とができる
ようにする 

③ 

Ａ 

仲間と動き
を合わせる
ことができ
るようにす
る 

一緒に動かな
いと 
仲間のことを
考えないと 
仲間と協力し
て活動すると
きは仲間の気
持ちを考える
ことが必要で
あることを伝
える 

フープ de 
玉入れ 
ペアで一つ
のフープに
入って行う
ボール運び
ゲーム 

Ｂ 

仲間の特性
を知り、リー
ドすること
ができるよ
うにする 

④ 

Ａ 

やさしく相
手に触れる
ことができ
るようにす
る 

強く叩くと 
相手の気持ち
を考えないと 
仲間に触れる
ときは力を加
減する必要が
あることを伝
える 

タッチ 
リレー 
仲間の背中
をタッチす
る伝言競争 

Ｂ 

相手の気持
ちを考え、や
さしく相手
に触れるこ
とができる
ようにする 

⑤ 全体 

仲間とコミ
ュニケーシ
ョンをとり
ながら楽し
むことがで
きるように
する 

進撃のパスパス 
「友達と協力して」をねらい
とし、球技：ゴール型のパス
による攻撃に着目したボール
運びゲーム 

 
イ ペアラジオ体操 

ペアラジオ体操は、筑波大学の長谷川教授が考案し、

これを基に、藤沢養護学校高等部２年生の生徒たちの

実態に合わせて簡易化した。特別支援学校の生徒の中

には、友達と動きを合わせて行うことが難しい生徒も

いるが、ラジオ体操の動きを基本としているので、動

きやすく、覚えやすいという利点がある。 
   

ウ 最終ゲーム（進撃のパスパス） 
最終ゲーム（進撃のパスパス）は簡易化されたルー

ルで展開される球技：ゴール型とした。これは学年集

団全員で取り組めるように設定した。また、１クラス

１チームとしてクラス対抗戦が行えるようにした。次

にボール操作を、パスに特化することにより、ねらい

であるコミュニケーション能力の育成を図ることがで

きるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

攻撃 

１ Ａ（２人同時スタート）はＢの名前を呼んでパスしシュートゾ

ーンの手前まで走る。 

２ パスをもらったＢは目印の方向へ走り、走ってきたＡにパス

を返す。 

３ ＡとシュートゾーンにいるＣは守備者にタッチされないよう

にパスし合い、ゴールマンであるＤにパスをする。自分でボ

ールを持ちこんでＤにパスを行うか、Ｃとパス交換をしなが

らＤにパスをする。シュート後、Ａはスタート地点に戻る。 

４ Ｄはキャッチできたら、ゴールカゴにシュートする。 

守備 

１ 守備者アは、Ａがボールを持ったらＢにパスするのを防ぐ。

攻撃側は２人いるため、行ったり来たりして防ぐ。 

２ 攻撃者がシュートゾーンに入ったら、守備者イは、攻撃者

にシュートをさせないようにし、その際ボールを保持した攻

撃者にタッチできたら、防御成功とする。 

３ 守備者がボール保持者にタッチできた場合は、攻撃者から

ボールをもらい、「守備用ボールカゴ」に返しにいく。 
 

【結果と考察】 

（１）人間関係形成能力の育成 

ア 生徒の人間関係形成能力は育成されたか 
（ア）コミュニケーションの基礎的能力に係る評価の 

変化 
検証授業の事前と事後に実施した「コミュニケー

 

パス 
動き 
守備 

シュートゾーン 

セーフティーゾーン 

ボ
ー
ル
カ
ゴ 

守備用ボールカゴ 

C 

A 

D 

B 

A 

B 

ゴ
ー
ル
カ
ゴ ア 

イ 

ケンステップ 
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ションの基礎的能力に係る評価」 
事前と事後の評価時に満点を示した 19 人を除い

た 22人の評価の結果、事前よりも事後において、数

値が上がった項目数が下がった項目数を上回った生

徒を「アップ」、それ以外を「変化なし」とし、その

人数を集計した。「全項目」において、「アップ」を

示したのが、およそ 68％（15人）であった。 
 
  （イ）ソーシャルスキル尺度による評価の変化 
     「コミュニケーションの基礎的能力に係る評価」

において満点を示した 19人と、事後において満点を

示した２人を加えた計 21人の「ソーシャルスキル尺

度による評価」の結果、事前よりも事後において、

数値が上がった項目数が下がった項目数を上回った

生徒を「アップ」とし、その人数を集計した。「コミ

ュニケーションスキルに関する項目」において、「ア

ップ」を示したのが、67％（14人）であった。 
 
（ウ）検証授業の効果として考えられる生徒の変容 

検証授業を実施した藤沢養護学校高等部２学年全

教員を対象に行った事後アンケートにより、友達と

のかかわりなどで生徒の変容があったかを調査した。 
 

表３ 事後アンケート 検証授業後の生徒の変容（自

由記述） 
自由記述（抜粋） 

本来持っている思いやりの心や相手のことを手助けす

る面が短い時間でしたが表面、行動に出せるようになっ

た生徒がいました。 

準備体操を進んでやるようになった生徒がいて、友達と

一緒に活動することの楽しさを学べたのではないかと

感じた。友達の名前を呼び、それに応える態度も相手を

よく見る（観察する）きっかけになったようです。 

授業の中での友達への言葉かけが増えた。相手に対し

て優しいパスをしようとか、声をかけようとする意識が

見られた。体育の振り返りで意見が出るようになった。 

「名前を呼ぶ」だけでなく身振りでも、コミュニケーション

を図っていたことが印象に残った。 

日常ではクラスメイトでもほとんどかかわりがみられな

かった生徒が、授業ではかかわる様子が見られた。 

苦手な生徒とも一緒に、協力することの大切さが分かっ

たと思います。 

検証授業後、授業や日常生活において、友達との

かかわりなどで生徒の変容があったかを調査した結

果である。検証授業後、保健体育の授業において、

今までかかわりの少なかった生徒同士のかかわる様

子が見られるようになったと言える。 

＜考察＞ 
これらの結果から、今回実施したＳＳＴを活用した

授業は、生徒の人間関係形成能力に刺激を与え、コミ

ュニケーションスキルの向上に効果があったと考える。 
 
イ 人間関係形成能力の育成に関する教員の意識が変化

したか 
事前・事後アンケート 
対象：藤沢養護学校高等部２学年全教員（15人） 

「現在、御自身が行っている（かかわっている）『保健

体育（体育実技）』はどのような授業であると思いま

すか。」 
 
  表４ 保健体育授業の「ねらい」の捉え方の変化の集計

結果（ｎ＝14） 

 事前 事後 
(a)友達と協力する態度（協調

性）を身につけさせる 
79％ 

（11人） 

86％ 

（12人） 

(b)人のために行動できるよう

にする 
57％ 

（８人） 

93％ 

（13人） 

(c)コミュニケーション能力を

身につけさせる 
79％ 

（11人） 

93％ 

（13人） 

(d)マナーを身につけ、他者へ配

慮できるようにする 
64％ 

（９人） 

93％ 

（13人） 

 
 ＜考察＞ 

これらの結果から、人間関係形成能力にかかわる設

問(a)～(d)について事後アンケートで肯定的な回答を

した教員が増えたことにより、多くの教員が保健体育

（体育実技）の授業が体力の向上のみを目的にするの

ではなく、人間関係形成能力の育成についても十分に

その効果があり、それを実感できたと考える。 
 
（２）コミュニケーションを必要とする技能の向上 

球技において、最もコミュニケーションを必要とする

技能は「パス」であると考え、そのパスの技能が、検証

授業で取り組んだゴール型「進撃のパスパス」において、

第４時の『ためしのゲーム』と第８時の『最終ゲーム』

での一定時間内の成功本数を比較した。 

  



20 
 

  ア コミュニケーションを必要とするパスの技能の成功

率は高まったか 

 
図１ ４時間目と８時間目におけるパスの成功本数 

パスの成功本数では 60本の増加が見られた。また、

チームごとの集計を見てみても、総数の増加が見られ

なかったチームも含め、すべてのチームで成功本数の

増加が見られた。 
 

イ Ｂグループの生徒からＡグループの生徒への働きか

けによって生じたパスの成功本数 

 
図２ ４時間目と８時間目におけるＢグループの生徒から

Ａグループの生徒への働きかけによって生じたパス

の成功本数の比較 

図２より、働きかけによるパスの成功本数は、81本

増加している。また、８時間目のパスの成功本数のう

ち 237本（図１参照）のうち、234本が働きかけによ

る成功であった。 
＜考察＞ 
これらの結果から、全てのチームのパスの技能が向上し

たと言える。そのためには、Ｂグループの生徒が、Ａグル

ープの生徒に対し、どこまで思いやりを持ってパスを出せ

るかということが重要であり、Ｂグループの生徒の技能・

態度の向上が、チームの技能向上に大きくかかわっている

と考える。 
 

【研究のまとめ】 

１ 生徒の人間関係形成能力は育成されたか 

個々の人間関係形成能力の課題を踏まえ、ＳＳＴを活用

した授業及び役割分担を明確にしたゲームを展開すること

は人間関係形成能力の育成に有効に働いた。 
 

２ 人間関係形成能力の育成に関する教員の意識は変化した

か 

ＳＳＴを授業の柱として態度中心のねらいを持ち、学年

集団全体で同じ空間で同じ学習活動に取り組むことにより、

生徒たちの人間関係形成能力の育成に有効に働き、教員の

意識にも変化がみられた。 
 

３ コミュニケーションを必要とするパスの技能の成功率は

高まったか 

ＳＳＴを取り入れた授業をつくり、Ｂグループの生徒に

Ａグループの生徒をサポートすることを指導していくこと、

相手への思いやりを大切にすることを指導していくことは、

コミュニケーションを必要とする技能（パス）の成功率を

高めることができた。 

 

４ 今後の展望 

（１）ＳＳＴついて 

特別支援学校では、ＳＳＴを活用した授業が、各教科

や領域で展開されており、それが日常生活における対人

関係の行動と結びついている。体育の授業においても、

態度面の指導に着目し、生徒同士のコミュニケーション

能力と人間関係形成能力の向上を図る展開が求められる。 
また、ＳＳＴにより、トラブルが起こりやすい場面を

抽出し、その防止策について、具体的な体験を通して学

んだことは、集団でのゲームの場面には活用し易く、今

回の授業においては大変有効であった。 
今後は、ＳＳＴの説明内容を精選し、時間を有効に活

用するとともに、動画を用いたりする等、更なる工夫が

必要であると思われる。 
 

（２）ゴール型簡易型ゲーム「進撃のパスパス」について 

本研究では、生徒たちの実態を踏まえ、「進撃のパス

パス」というオリジナルのゲームを考案した。「友達と

協力する」という態度の学習として行った今回の検証授

業においては大変有効であった。当初、オリジナルであ

るがために、サポートする教員の多くに戸惑いが見られ

た。「球技＝既存の種目」と考えるのではなく、生徒の

実態に合わせゲームを構築することにより、学習の効果

を高めることを可能にすると思われる。特定の種目の習

得に目を向けるのではなく、スポーツ・運動をすること

自体が楽しいと感じることができるような体育授業をつ

くりあげていくことが大切であると考える。 

                                                           
１ 「平成 20年度障害者雇用実態調査結果 再集計」厚生労

働省障害者雇用対策課   
２ 中嶋学「知的障害者の離職から再就職についての一研究」 
３ 「知的障害特別支援学校におけるキャリア教育の推進」 

東京都教育委員会 2009年３月 
４ 「特別支援教育ソフト 子どものためのソーシャルスキル

トレーニング『君ならどうする』」http://www.sstsoft.com/  

（2015.08.01 アクセス） 
５ 居村恵子「ソーシャルの育成と指導の実際～知的障害養護

学校高等部生の就労支援に向けて～」2007年３月 
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・スポーツ指導者スキルアップ講座＜再掲＞

・大学等連携事業「県内パラアスリートの栄養サポート事業」

○スポーツに係る科学的調査・研究

体育・スポーツ活動
組織の育成に向けた

支援

総合型地域スポーツクラブ
の設立や運営への支援

・総合型地域スポーツクラブ連絡協議会等

・総合型地域スポーツクラブに関する情報発信

地域スポーツクラブ等の運営に関す
る人材育成

○総合型地域スポーツクラブ等人材育成事業＜再掲＞
・スポーツクラブマネジメント講座＜再掲＞

・アスリートサポート講座＜再掲＞

○総合型地域スポーツクラブ普及・定着化事業
・地域巡回相談・支援

・広域スポーツセンター運営委員会

○総合型地域スポーツクラブネットワーク事業

体育・スポーツ活動
への医科学的な支援

・3033運動実践支援コース(医事相談と体力測定）　

・体力測定支援事業
トップアスリート
育成活動への支援

○競技力向上支援事業＜再掲＞

・3033運動メディア情報発信事業

・アスリート育成支援コース　

・スポーツラウンジ運営

・集計分析事業

・かなチャンＴＶ配信事業

○情報ネットワークつくり
・かながわスポーツ情報収集・提供

・研究機関・団体における研究発表

・ＮＨＫ－ＦＭ横浜放送（ラジオ）による情報発信

体育・スポーツ等の
情報提供・発信

・ホームページ・ＳＮＳ運営

・公立スポーツ施設等の情報収集・発信

地域スポーツ活動への支援 ○生涯スポーツ支援事業　

・スポーツリーダーバンク運営

○情報の提供
・3033運動キャンペーンイベント

体育・スポーツ等の
調査・研究

○保健体育・健康教育に関する調査・研究

○情報の収集・発信

体育・スポーツ
情報等の提供

・体育センター通信（メールマガジン）配信

・かながわスポーツタイムズ（情報誌）発信

・体育センターレポートの発行

・体育センター研究発表会の開催

体育・スポーツコンサルティング ○体育・スポーツ総合コンサルティング
・体育・スポーツ総合コンサルティング

・運動部活動指導者研修講座兼かながわ部活ドリーム講習会＜再掲＞

・心と体の健康教育研修講座

・学校体育武道実技認定研修講座（柔道）

○長期研修
・長期研修講座

○短期啓発特別研修

・障害のある児童生徒のための体育指導研修講座

・小学校体育実技研修講座

・中学校・高等学校体育実技研修講座

○教育課題解決のための研修
・応急手当研修講座

・短期研修講座

・自主研修（教員のための「土曜体育塾」）

・小学校体育指導法研修講座

心
と
体
の
健
康
つ
く
り
を
め
ざ
す
体
育
・
ス
ポ
ー
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活
動
の
推
進

体育・スポーツ
指導者等への支援

・高等学校保健体育マネジメント研修講座

・幼稚園運動遊び研修講座

・学校体育指導者研修講座（幼）（小）（中・高）
体育・保健体育科

教員等の研修
・体育・保健体育授業に役立つ研修講座（小の部）　

・体育・保健体育授業に役立つ研修講座（中・高の部）　

・学校体育武道指導者指導力向上研修講座（柔道・剣道）

・初任者研修講座中学校・高等学校（保健体育）

・１年経験者研修講座高等学校（保健体育）

・２年経験者研修講座中学校・高等学校（保健体育）

・５年経験者研修講座中学校・高等学校（保健体育）

・10年経験者研修講座中学校・高等学校（保健体育）

○授業力向上のための研修

○3033運動普及促進事業
・3033運動普及員養成講習会開催

・3033運動講習会開催

○神奈川の特色ある教育研修
・運動部活動指導者研修講座兼かながわ部活ドリーム講習会

○教職経験に応じた基本研修

○総合型地域スポーツクラブ等人材育成事業
・スポーツクラブマネジメント講座

・スポーツ指導者スキルアップ講座

スポーツ指導者等の研修 ○競技力向上支援事業
・アスリートサポート講座

・記念誌の編纂

平成28年度　県立体育センター（広域スポーツセンター）事業体系図

体育・スポーツ活動
の機会提供

○スポーツコミュニケーションデー
○県民スポーツ週間

・スポーツフェスティバル

・スポーツ体験教室

体育・スポーツ活動
への施設提供

○各種競技大会及び日常の体育・スポーツ活動等への施設提供
○トレーニング場の施設提供及び利用講習会　

県立体育センターは、県民のみなさんの心と体の健康つくりをめざした体育・スポーツの振興を図るため、次の事業を展開します。 
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